
一¥

情報悩強工院高い関心
北
陸
I
C
T
戦
略
研
究
会
は
回

目、

2
0
1
4年
度
北
陸
I
C
T講

習
会
を
新
潟
市
西
区
の
北
陸
地
方
整

備
局
北
陸
技
術
事
務
所
で
開
い
た
日

写
真
。
情
報
化
施
工
は
施
工
性
や
生

産
性
の
向
上
に
資
す
る
だ
け
で
な

く
、
作
業
環
境
の
効
率
化
に
よ
り
現

場
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
建
設
企
業
を
中
心
に
多
く

の
技
術
者
ら
が
会
場
に
足
を
運
ん

だ。
会
合
に
先
立
っ
て
、
同
局
の
樋
口

昌
幸
施
工
企
画
課
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
情
報
化
施
工
は
『
使
う
』
か
ら

『
生
か
す
』
ヘ
新
た
な
段
階
に
入
っ

て
い
る
。
そ
の
知
識
を
深
め
な
が
ら
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
同
局
の

担
当
者
が
建
設
I
C
T
の
概
要
を
説

明
し
た
。
情
報
化
施
工
の
積
算
の
考

北陸 ICT戦略研究会が講習会

よ
る
出
来
形
管
理
が
占
め
て
い
る
た

め
、
「
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

(
M

C
)
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス

(
M
G
)

の
伸
び
し
ろ
は
依
然
と
し
て
大
き

い
」
と
説
明
し
た
。

続
い
て
、
日
本
建
設
機
械
施
工
協

会
北
陸
支
部
、
日
本
建
設
機
械
レ
ン

タ
ル
協
会
新
潟
支
部
、
日
本
測
量
機

器
工
業
会
の
各
担
当
者
が
M
G
(パ

ッ
ク
ホ
ウ
)
、

T
S
・G
N
S
S

(
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
)
を
用
い
た

締
め
固
め
管
理
(
ロ
ー
ラ
ー
)
、

T
S

に
よ
る
出
来
形
管
理
を
解
説
し
た
。

え
方
や
総
合
評
価
落
札
方
式
、
工
事
最
後
に
参
加
者
は
屋
外
へ
と
移
動

成
績
評
定
で
の
加
点
な
ど
に
触
れ
た
し
、
情
報
化
施
工
に
関
す
る
実
際
の

上
で
、
北
陸
管
内
で
の
活
用
実
績
を
技
術
を
見
学
、
操
作
し
た
。

紹
介
し
た
。

ω年
度
が

ω件
だ
っ
た
ま
た
、
富
山
、
石
川
両
県
を
対
象

の
に
対
し
、
凶
年
度
は
%
件
と
大
き
と
す
る
同
様
の
講
習
会
を
問
、
四
の
一

く
伸
び
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
を
ト
両
目
、
富
山
市
の
同
局
北
陸
技
術
事

l
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
T
S
)
に
務
所
富
山
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2 朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬.建設通信
16.建設工業
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